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世界一の高齢化スピードと借金大国
政府総債務残高の現況

2015.3末： 1,238兆円
2016.3末： 1,264兆円
2017.3末： 1,308兆円

（1,300万円／国民一人当たり借金）
<2016.3末の国際比較>    
政府純債務残高(対GDP比)

（1位）ギリシヤ：322%
（２位）日本： 128% ⇒ 2017.3末240.倍

現
在
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近世日本の民族三大転換期〔No.５〕 ～地球環境を守るエネルギー策～
現代は、明治維新と第二次世界大戦敗戦に次ぐ、日本民族の三大転換期と言えます。

私たちの子供たちに残すべき日本のあるべき姿造りに、一緒に汗して考働しませんか？

(文責)川越テクノサポート
技術経営コンサルタント

2018.2.15作成 大崎俊彦

（出典：国土交通省）に加筆
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世界の気象変化

温暖化の原因

日本の平均気温の変化

待ったなしの地球温暖化の問題

我が国の石炭・石油・ＬＮＧ火力発電は、厖大なＣＯ２を排出し続けており、

川越テクノサポート(produced by 川越技術士会)

いま地球は悲鳴を上げている



出典）資源エネルギー庁2016年エネルギー白書

日本の電力エネルギー供給の現状

地球温暖化に大きな負荷をかけている我が国の電力供給実態
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クリーンエネルギーの原子力発電に対する
◆失敗は恐れない勇気
◆失敗は繰り返さない覚悟

◆失敗は活かす決意 （筆者意見）
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低炭素社会への移行の流れを受け、発電時にCO2を排出しない発電方法として、太陽光発電や風力発電などの
再生可能エネルギーに注目が集まっているが、その実績は前頁と上記表のとおり。

我が国の各種電源別のＣＯ２排出量
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我が国の発電所は厖大なＣＯ２を排出中
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再生可能エネルギーはコスト高で不安定
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地球温暖化対策へ向けた世界中の原子力発電所建設ラッシュ状況
（稼働中３７７基、建設中７１基、計画中８５基）
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世界の原子力発電所の運転中・建設中・計画中の状況
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日本が世界一を誇ったハイテク技術の事業モデルの失敗
世界一を誇るわが国の原子力発電技術のガラパゴス現象化

世界の原子力発電にかかる研究・技術開発と建設ラッシュが進行する中で、
日本（ドイツ・イタリア等の元枢軸国も）が原子力発電全廃を掲げ、世界の
原子力発電などのエネルギー政策から掛け離れて孤立化していくのは、
いわゆるガラパゴス現象（Galápagos Syndrome）化ではないだろうか？

ガラパゴス現象化の事例として挙げられるのは、我が国
の携帯電話で、世界最高レベルの技術投入をしたが、国
内市場が外界から 隔絶された環境下で独自の発展を遂
げ、その結果として世界標準の流れからかけ離れ ていく

状態を揶揄する表現である。生物の世界でいうガラパゴ
ス諸島における、諸島エリア外との互換性を失い孤立し
て取り残されるだけでなく、諸島の外（外国）から適応性
（汎用性）と生存能力（低価格）の高い新種（製品・技術）
が導入されると、最終的に諸島内の生物（ものづくり産業
など）が淘汰される危険（エネルギーコスト高）に陥るとい
う、進化論におけるガラパゴス諸島の生態系の警句。
（１） 高度なニーズに基づいた財・サービスの市場が

日本国内に存在する。
（２） 一方、海外では、日本国内と異なる品質や機能を

求められる市場が存在する。
（３） 日本国内の市場が独自の進化を遂げている間に、

海外諸国では異なるスタンダードが普及していく。
（４） 気がついたときには、世界の動きから大きく取り

残されている。
（※（１）～（４）は吉川尚宏氏 「ガラパゴス化する日本」よりそのまま引用）

我が国のガラパゴス化現象
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日本でiPhoneが発売された2008年7月当時の
フラッグシップモデル

後に「ガラパゴスケータイ」（ガラケー）と呼ばれる

超高機能携帯電話の例。
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